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（
外
交
防
衛
委
員
会
）

違
法
な
漁
業
、
報
告
さ
れ
て
い
な
い
漁
業
及
び
規
制
さ
れ
て
い
な
い
漁
業
を
防
止
し
、
抑
止
し
、
及
び
排
除
す

る
た
め
の
寄
港
国
の
措
置
に
関
す
る
協
定
の
締
結
に
つ
い
て
承
認
を
求
め
る
の
件
（
閣
条
第
六
号
）
（
衆
議
院

送
付
）
要
旨

こ
の
協
定
は
、
違
法
な
漁
業
、
報
告
さ
れ
て
い
な
い
漁
業
及
び
規
制
さ
れ
て
い
な
い
漁
業
（
以
下
「
Ｉ
Ｕ
Ｕ
漁
業
」
と
い

う
。
）
を
防
止
し
、
抑
止
し
、
及
び
排
除
す
る
こ
と
並
び
に
こ
れ
に
よ
り
海
洋
生
物
資
源
及
び
海
洋
生
態
系
の
長
期
的
な
保
存

及
び
持
続
可
能
な
利
用
を
確
保
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
Ｉ
Ｕ
Ｕ
漁
業
に
対
す
る
効
果
的
な
寄
港
国
の
措
置
の
実
施
等
に
つ

い
て
定
め
る
も
の
で
あ
り
、
二
〇
〇
九
年
（
平
成
二
十
一
年
）
十
一
月
に
ロ
ー
マ
で
開
催
さ
れ
た
第
三
十
六
回
国
際
連
合
食
糧

農
業
機
関
（
以
下
「
Ｆ
Ａ
Ｏ
」
と
い
う
。
）
総
会
に
お
い
て
採
択
さ
れ
、
二
〇
一
六
年
（
平
成
二
十
八
年
）
六
月
に
発
効
し

た
。
こ
の
協
定
は
、
前
文
、
本
文
三
十
七
箇
条
及
び
末
文
並
び
に
協
定
の
不
可
分
の
一
部
を
成
す
五
の
附
属
書
か
ら
成
り
、
主

な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

一
、
締
約
国
は
、
自
国
に
入
港
を
希
望
し
、
又
は
自
国
の
港
に
あ
る
船
舶
で
あ
っ
て
自
国
の
旗
を
掲
げ
る
権
利
を
有
し
な
い
も

の
に
つ
い
て
、
寄
港
国
と
し
て
の
資
格
に
お
い
て
こ
の
協
定
を
適
用
す
る
。
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二
、
締
約
国
は
、
最
大
限
可
能
な
範
囲
で
、
漁
業
に
関
連
す
る
寄
港
国
の
措
置
を
一
層
広
範
な
寄
港
国
に
よ
る
監
督
に
関
す
る

制
度
と
統
合
す
る
。

三
、
締
約
国
は
、
船
舶
が
入
港
を
要
請
す
る
こ
と
が
で
き
る
港
を
指
定
し
、
及
び
公
表
す
る
。

四
、
締
約
国
は
、
船
舶
の
入
港
を
許
可
す
る
前
に
、
入
港
を
希
望
す
る
船
舶
に
対
し
、
最
低
限
度
の
基
準
と
し
て
附
属
書
Ａ
に

規
定
す
る
寄
港
を
予
定
す
る
港
、
目
的
、
船
名
、
旗
国
等
の
情
報
の
提
供
を
要
求
す
る
。

五
、
締
約
国
は
、
入
港
を
希
望
す
る
船
舶
が
Ｉ
Ｕ
Ｕ
漁
業
又
は
こ
れ
を
補
助
す
る
漁
獲
関
連
活
動
に
従
事
し
た
こ
と
の
十
分
な

証
拠
を
有
す
る
場
合
に
は
、
当
該
船
舶
の
入
港
を
拒
否
す
る
。

六
、
締
約
国
は
、
入
港
し
た
船
舶
が
Ｉ
Ｕ
Ｕ
漁
業
又
は
こ
れ
を
補
助
す
る
漁
獲
関
連
活
動
に
従
事
し
た
と
信
ず
る
に
足
り
る
合

理
的
な
根
拠
が
あ
る
場
合
に
は
、
魚
類
の
陸
揚
げ
、
燃
料
補
給
等
の
た
め
に
当
該
船
舶
が
港
を
使
用
す
る
こ
と
を
拒
否
す

る
。

七
、
締
約
国
は
、
こ
の
協
定
が
定
め
る
基
準
に
従
い
、
特
に
自
国
に
入
港
し
た
船
舶
が
Ｉ
Ｕ
Ｕ
漁
業
又
は
こ
れ
を
補
助
す
る
漁

獲
関
連
活
動
に
従
事
し
た
こ
と
が
あ
る
と
疑
う
に
足
り
る
明
白
な
根
拠
が
あ
る
場
合
に
は
、
当
該
船
舶
を
検
査
す
る
。

八
、
締
約
国
は
、
検
査
の
後
に
、
船
舶
が
Ｉ
Ｕ
Ｕ
漁
業
又
は
こ
れ
を
補
助
す
る
漁
獲
関
連
活
動
に
従
事
し
た
と
信
ず
る
に
足
り
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る
明
白
な
根
拠
が
あ
る
場
合
に
は
、
魚
類
の
陸
揚
げ
、
燃
料
補
給
等
の
た
め
に
当
該
船
舶
が
港
を
使
用
す
る
こ
と
を
拒
否
す

る
。

九
、
締
約
国
は
、
自
国
の
旗
を
掲
げ
る
権
利
を
有
す
る
船
舶
に
対
し
、
こ
の
協
定
に
従
っ
て
実
施
さ
れ
る
検
査
に
お
い
て
寄
港

国
と
協
力
す
る
こ
と
を
要
求
し
、
当
該
船
舶
が
Ｉ
Ｕ
Ｕ
漁
業
又
は
こ
れ
を
補
助
す
る
漁
獲
関
連
活
動
に
従
事
し
た
こ
と
の
十

分
な
証
拠
が
あ
る
場
合
に
は
、
自
国
の
法
令
に
従
っ
て
遅
滞
な
く
取
締
り
を
行
う
。

十
、
こ
の
協
定
の
解
釈
又
は
適
用
に
関
す
る
締
約
国
間
の
紛
争
の
解
決
に
つ
い
て
定
め
る
。

十
一
、
締
約
国
は
、
こ
の
協
定
の
非
締
約
国
に
対
し
、
こ
の
協
定
の
締
約
国
と
な
る
こ
と
並
び
に
こ
の
協
定
に
合
致
す
る
よ
う

に
法
令
を
制
定
し
、
及
び
措
置
を
と
る
こ
と
を
奨
励
す
る
。

十
二
、
締
約
国
は
、
Ｆ
Ａ
Ｏ
等
の
枠
組
み
に
お
い
て
、
こ
の
協
定
の
実
施
に
関
す
る
監
視
、
検
討
及
び
評
価
を
行
う
。
Ｆ
Ａ
Ｏ

は
、
こ
の
協
定
の
効
力
発
生
の
四
年
後
に
、
こ
の
協
定
の
実
効
性
に
つ
い
て
検
討
し
、
及
び
評
価
す
る
た
め
の
締
約
国
の
会

合
を
招
集
す
る
。

十
三
、
こ
の
協
定
の
効
力
発
生
の
後
に
こ
れ
に
加
入
す
る
国
又
は
地
域
的
な
経
済
統
合
の
た
め
の
機
関
に
つ
い
て
は
、
こ
の
協

定
は
、
そ
の
加
入
書
の
寄
託
の
日
の
後
三
十
日
で
効
力
を
生
ず
る
。


